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水稲箱育苗における施肥りん酸の形状と形態が苗の生育に及ぼす影響
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1ま え が き

青森県では水稲箱育苗へのりん酸の施用量について,昭

和47～49年の 3カ 年間にわたり粉状の過りん酸石灰を用い

て試験を行つた結果,中苗育苗では箱当り成分で 25θ を

適量とした。しかし,こ の試験では形状,形態の異なるり

ん酸質肥料については検討されていないため普及指導サイ

ドで問題になつてきている。そこで,今回は形状,形態を

異にする10種類のりん酸質肥料の箱育苗への適否について

検討した。

2試 験 方 法

4月 17日 に品種レイメイを箱当り100′ 散播した。出芽

はは種後,育苗ハウス内に平置し,シルバーボツトウで 6

日間被覆した。緑化,硬化はパイプハウス畑方式で行い,

育苗箱は開孔率13%の有孔箱を用いた。施肥は箱内には窒

素,カ リは成分で 25θ を硫安, 硫加で施 し, りん酸は

15, 25, 35,の 3段階に第 1表のりん酸質1巴料を施
した。箱内置床には窒素,カ リはイ当り成分で15θ , りん

酸は23′ を硫安,硫加および粉状の過石を用いて施した。

叉,苗立枯病防除のため全区ともグチガレ′粉剤を箱当り

8′ 施用した。なお,箱内床土にはpH(助 0)50, りん酸

吸収係数 1,500, 土性壌土の腐植質火山灰土壌を使用した。

表 1 施肥りん酸の形状,形態

肥 料 名 形 状
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状

状

粉

粒

17

205

34

14

19

31

35

35

35

よ う り ん

か粒ょうりん

苦 土 りん 酸

重  焼  燐

粉 状

か粒状

粒 状

10

5

16

20

35

20

35

77

47

65

5～65

ポ リ リん安 粒 状

りん酸 1アンモι

りん酸 2アンモ
=
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1)か粒ようりん,苦土りん酸は試作品。
2)り ん酸 1アンモン. 2ア ンモンはヨ薬。

3試 験 結 果

苗の生育状況 :水溶性を主体とする過りん酸石灰 (以

下,過石という)系列では吉長,葉令とも過石の粉状,粒

状及び重過石とも差はみられなかつた。地上部重は重過石

>粒状・過石>粉状・過石区の1員に重くなる傾向はみられ

るが, 3肥料区とも菫の生育は良好であつた。

く溶性りん酸を主体とする苦土りん酸及び重焼りん区は

苗長,葉令及び地上部重とも過石系列と大きな差は認めら

れないが,よ うりん及びか粒ようリル区は生育初期から薔

長.地上部重とも劣り,育蘭上問題がある。

ビロ, トリポリリん酸を主体とするポリリん安区はよう

りん,か粒ようりん区同様,初期から苗長,地上部重が劣

った。

水溶性のりん酸 1ア ンモン, 2ア ンモン区は苗長,葉令

及び地上部重とも過石系列と同程度であつた。

なお, りん酸過剰による葉身の褐変症状は,は種後20日

日頃から過石の粉状,粒状,重過石及びりん酸 1ア ンモン

の35θ 施用区に若千みられた。

表 2 苗の生育状況

注 1)表中の数値は15,25,35′ 区の平均値。
2)地上部乾物重は′/100個体。

書体の養分濃度 : N及びK20濃度 とりん酸の形状 ,
形態とは一定の傾F・Iは認められなかつた。

P205濃 度は当然のことであるが, りん酸の施用量を増

すに伴い上昇しているが, く溶性のようりん区は施用量を

増しても,濃度の上昇がみられなく,ほぼ一定の値を示し
注
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ている。

又,苗体のP205濃度を平均値でみると,過石系列およ

びりん酸 1ア ンモン区は222～ 246%と なつているが,く

溶性を主体とする,よ うりん,か粒ようりん,苦土りん酸

及び重焼燐,ビ ロ, トリポ ,り ん酸を主体とするポリリん

安,水溶性のりん酸 2ア ンモン区は175～ 208%と 苗体の

りん酸濃度が過石系列及びりん酸 1ア ンモン区よ
'も
低く,

これらの肥料はりん酸のjIE効上問題がある。

注. 1)N,K20は 15,25,35θ 区の平均値。
2)は種後 21日 日。

床土 pH及びEC: 床土pHは ,巴料のpHが高い, ようり
ん区とりん酸 2ア ンモン区が高く経過 しており,育苗床土

に用いる土壌のpHが高い場合 , 更に床土のpHを上昇させ,

苗立枯病及びムレ苗の発生を助長させる恐れがあるので ,

この 2月巴料は育苗用肥料としては好ましくないものと思わ

れる。

床土ECは過石系列区が他区よりも若千高く経過する傾向

がみられるが,こ の程度では苗の生育上問題ない数値と思

われる。

表 4 床土のpH, EC

注. 1)表中の数値は15,25,35′ 区の平均値。
2)pH,ECと も乾± 1:5水, 1時間振とう。

1 りん酸の形状と苗の生育 :水溶性りん酸を主体と
する粉状,粒状・過石および粒状・重過石 (高成分)を用
い, りん酸の形状と苗の生育,苗体のりん酸濃度及び床土
pHについて検討したが,3肥料区とも育苗上問題なかった。

2 りん酸の形態と苗の生育 :く 溶性を主体とするよ
うりん,か粒ようりん及びピロ, トリポリリん酸を主体と

するポリリん安区は生育初期から苗の生育が劣り,又,上

記の‖巴料と, く溶性を主とする舌土りん酸,重焼燐および

水溶性のりん酸 2ア ンモンは首体のりん酸濃度が低く肥効

上問題がある。水溶性のりん酸 1ア ンモンは苗の生育, り

ん酸濃度とも良好であった。

3 以上のことから,水稲箱育苗のりん酸質肥料とし
ては粉状,粒状にかかわらず,過 りん酸石灰,重過

'ん
酸

石灰およびりん酸 1ア ンモンが適するものと思われる。
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表 6 苗体の養分濃度
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